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（６）R 社は新卒採用と中途採用、2種類の採用している。全社員のうち、新卒採用者
の占める割合は75%であり中途採用は25%である。中途採用者のうち、男性社員
の占める割合は60%である。このとき、全社員に占める中途採用女性社員の割合
は何%か。

A   5 %    B  10%     C  15%      D  20%
E  25%     F  30%     G  A～Fのいずれでもない
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新卒採用：中途採用＝７５％：２５％

中途採用
男性社員６０％：女性社員（１００－６０）＝４０％

２５％を１としたときにの女性社員４０％なので、
０．２５×０．４＝０．１＝１０％

答え Ｂ １０％

１=２５％

男性６０％ 女性４０％

１=１００%

新卒７５％ 中途２５％

中途採用
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分割払いとはある商品の代金を何回かに分けて支払う問題です。割合の考え方を
利用して解くことができます。

解き方とポイント
分割払いでは商品の代金を１として分割する回数をもとに考えていきます。
問題文を図で表し、内容を整理することがポイントです。

分割払い・代金の精算
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（１）カバンを９回の分割払いで購入した。９回とも均等に金額を支払う場合、７回分の支
払いを済ませたとき、商品の残金は代金総額のどれだけに当たるか。

A  1/9      B  2/9      C  1/3       D  4/9  
E  5/9      F  2/3     G  7/9       H   A～Gのいずれでもない

4
答え Ｂ 2/9

1

９回均等分割の７回の支払い ⇒ ７/９

代金総額は１なので、支払った７回分を引くと代金総額の残金となる。
１－7/9＝2/9



（２）パソコン８回の分割払いで購入した。初回に総額の1/6を支払い2回目以降は均
等に支払う。６回目の支払いまで済ませたとき、支払い済みの金額は代金総額の
どれだけに当たるか。

A  3/6          B  5/42         C  10/21         D  25/42
E  16/21       F  5/6           G  6/7            H  A～Gのいずれでもない

5

残額5/6を7回均等払いにするので、5/6÷（8-1）＝5/6×1/7＝5/42
6回までの支払いなので、①1/6＋➁～⑥（5回分）×5/42が支払済み。
1/6＋5×5/42＝1/6＋25/42＝32/42＝16/21 答え Ｅ 16/21

1

総額の1/6①
② ③ ④ ⑤ ⑥

残額は、１－1/6＝5/6



（３）エアコンを５回の分割払いで購入した。初回に総額の１/４を支払い、２回目以降
は均等に支払う。３回目の支払いまで済ませたとき、残額は代金総額のどれだけ
にあたるか。

A  3/8        B  5/8        C  7/8         D  1/4
E  3/4        F  3/16       G  5/16       H   A～Gのいずれでもない

6
答え Ｂ 3/8

1

総額の１/4①
② ③

残額は、１－1/4＝3/4
均等に支払うので、1回あたりは3/4÷4＝3/4×1/4＝3/16

支払総額は、①➁③なので、1/4＋3/16×2＝1/4＋6/16＝5/8
残額を聞かれているので、１－5/8＝3/8
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（４）海外旅行の費用の１/５を手付金として支払った。残りは分割払いにすること
にし１回目に手付金の２/３の金額を支払った。この後、オプションを追加し
たため、最初の旅行費用全額の１/９が追加された。１回目の支払い後、追加
分を含めて残額を５回で均等に支払うとき、各回の支払い金額は手付金のど
れだけにあたるか。
A  ７/９ B  ７/18 C  11/18 D  ７/27 E  20/27     F  7/36 

7

答え A 7/9

1

総額の１/5
①手付金 ②分割1回目

手付金の2/3
1/5×2/3＝2/15

③

残額は、7/9
5回均等に支払うので、1回あたりは7/9÷5＝7/9×1/5＝7/45
手付金に対する支払金額の割合は、7/45÷1/5＝7/45×5＝35/45＝7/9

オプション
全体1の1/9

追加

④残額は(１－1/5－2/15)＋1/9

＝(１－2/3)＋1/9＝7/9
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代金の精算

代金の精算問題を考える時は、まず支払総額を求めてから分割する人数をもとに
１人当たりの金額を考えていきます。

例えば、ある商品を５人で割り勘して支払う場合、１人当たりの金額は、

商品の代金÷人数 ⇒ 商品代金÷５

となります。

各個人の実際に支払った金額と１人当たりの金額を整理して計算していきます。
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(１) XとYが映画を見に行き、その帰りに２人で食事をした。２人分の映画の入場料４０００
円をＸが支払い、２人分の食事代３５００円Yが支払った。

①映画を見に行く前、2人の所持金の比はＸ：Ｙ＝３：２でその合計は１２５００円だった。
映画を見た後の X の所持金はいくらか。

A  ３０００円 B  ３５００円 C  ４０００円 D  ４５００円
E  ５０００円 F  ５５００円 G  ６０００円 H  A～Gのいずれでもない

答え Ｂ ３５００円

Ｘ ： ４０００円
Ｙ ： ３５００円

Ｘは１２５００円のうち、Ｘ：Ｙ＝３：２の比から を持っていたことになる。

１２５００×3/5＝７５００円をはじめに持っていた。
映画の入場料４０００円を使ったので、７５００－４０００＝３５００(円）

３＋２

３
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(１) XとYが映画を見に行き、その帰りに２人で食事をした。２人分の映画の入場料４０００
円をＸが支払い、２人分の食事代３５００円をYが支払った。

②もともと X は Yに８００円を借りていた。映画の入場料と食事代を均等に割り、借り
たお金も精算するには、どちらがいくら支払えば良いか。

A    X は Y に２５０円支払えばよい
B    Y は X に５５０円支払えばよい
C    X は Y に４００円支払えばよい
D    Y は X に２５０円支払えばよい
E    X は Y に５５０円支払えばよい
F    A～Eのいずれでもない

映画の入場料＋食事代：４０００＋３５００＝７５００円
均等に精算するには、７５００÷２＝３７５０円づつ支払えばよい。
Ｙは、３７５０－３５００＝２５０円をＸに支払うとなる。
が、ＸがもともとＹに８００円借りているので、今回多く払った分を引いて
８００－２５０＝５５０円をＸがＹに支払う。 答え Ｅ
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（２） X と Y が美術館に映画鑑賞に行き、その帰りに２人で食事をした。２人分の美術
館の入館料２０００円を X が支払い、２人分の食事代２５００円をYが支払った。
もともと XはYに電車代５００円を借りていた。
料金を均等に割り、借りたお金も精算するには、どちらがいくら支払えば良いか。

A  X は Y に７５０円支払えばよい
B  Ｙ は Ｘ に５５０円支払えばよい
C  X は Y に２５０円支払えばよい
D  Ｙ は Ｘ に７５０円支払えばよい
E  X は Y に５５０円支払えばよい
F  A ～ E のいずれでもない

答え A

Ｘ：２０００円（Yから５００円借りている）
Ｙ：２５００円

（２０００＋２５００）÷２＝２２５０/１人あたり
Ｘは、２２５０－２０００＝２５０(円）に加えて借りていた５００円を足して
２５０＋５００＝７５０円をＹに支払う
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（３）PとQは動物園に行き、共通の友人にお土産を買った。動物園の入園料は、１人当
たり１５００円だったのでPがまとめて２人分支払った。Qは、共通の友人へのお土
産代２０００円と自分用のぬいぐるみ代１５００円を支払った。動物園の入園料と共
通の友人へのお土産代を均等に割るためには、どちらがいくら支払えばよいか。

A  PはQに２５０円支払えばよい
B  PはQに４００円支払えば良い
C  PはQに５００円支払えば良い
D  QはPに２５０円支払えば良い
E  QはPに５００円支払えば良い
F  A ～ E のいずれでもない

答え E

２人に共通して支払った金額は、Ｐ：１５００×２＝３０００（円）、Ｑ：２０００円
合計５０００円。１人当たり５０００÷２＝２５００（円）になればよい。
Ｑは、２５００－２０００＝５００（円）をＰに支払えばよい。
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（４）ある商品の在庫が、Ｐ支店には３６箱、Ｑ支店には２７箱ある。Ｒ支店の在庫がなく
なったので、Ｐ支店、Ｑ支店から商品を移して、３支店とも同量の在庫にすることに
なった。R支店は、箱数に応じて対価として、P、Q支店に合計42000円支払った。
R支店からQ支店へはいくら支払われたか。

A  １００００ 円 B  １１０００円 C １２０００円
D  １３０００円 E  １４０００円 F  A ～ E のいずれでもない

答え Ｃ

Ｐ：３６箱
Ｑ：２７箱 合計：６３箱 ３支店とも同量にするので、６３÷３＝２１/１支店当たり

Ｐ支店⇒Ｒ支店：３６－２１＝１５（箱）
Ｑ支店⇒Ｒ支店：２７－２１＝６（箱）
R支店に移す箱数の比率は、Ｐ：Ｑ＝１５：６
Ｑ支店からＲ支店に移す箱数の割合は、 ＝ ＝

合計金額のうちの割合がわかったので、４２０００×２/７＝１２０００（円）

１５＋６

６

２１

６

７

２
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（５）Pさん一家(大人2人と子供２人)とQさん一家(大人1人と子供２人)が一緒に動物園に
行った。往復の電車賃は全額Pさんか払い、入園料は全額Qさんが払った。電車賃
は往復大人1人８００円、入園料は大人1人１０００円で子供料金はそれぞれ大人の
半額だった。それぞれの家族の文を清算するとき、Pさん、Qさんのどちらが相手に
いくら支払えばよいか。

A   PさんがQさんに1４００円支払う
B   PさんがQさんに1３００円支払う
C   PさんがQさんに1２００円支払う
D   QさんがPさんに1４００円支払う
E   QさんがPさんに1３００円支払う
F    A ～E のいずれでもない
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（５）Pさん一家(大人2人と子供２人)とQさん一家(大人1人と子供２人)が一緒に動物園に
行った。往復の電車賃は全額Pさんか払い、入園料は全額Qさんが払った。電車賃
は往復大人1人８００円、入園料は大人1人１０００円で子供料金はそれぞれ大人の
半額だった。それぞれの家族の文を清算するとき、Pさん、Qさんのどちらが相手に
いくら支払えばよいか。

答え A

Pさん一家が支払うべき費用
（８００×２＋４００×２）＋（１０００×２＋５００×２）＝５４００（円）
Ｑさん一家が支払うべき費用
（８００×１＋４００×２）＋（１０００×１＋５００×２）＝３６００（円）

Ｐさんが実際に支払った費用は、往復の電車賃なので、
（８００×２＋４００×２）＋（８００×１＋４００×２）＝４０００（円）
Ｑさんが実際に支払った費用は、入園料全額なので、
（１０００×２＋５００×２）＋（１０００×１＋５００×２）＝５０００（円）

Pさんは本当は支払うべき費用から実際に支払った費用との差額
５４００－４０００＝１４００円をＱさんに支払わねはならない。


